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1. はじめに 
	 我々は，W3C の標準化ドラフト[1]や国内標準

仕様案[2]をもとに，大学内で使用するデジタル

サイネージの開発を行ってきた．開発したシス

テムは，静岡県立大学において 2015 年 8 月から

本格稼働し，現在 2 キャンパス計 18 台のデジタ

ルサイネージが運用されている．	

	 また，デジタルサイネージは地震などの災害

時に災害情報を提供する媒体としても注目され

ている．しかし実際の災害時には，停電や地上

のインターネット回線が切断され，情報提供が

難しくなることが想定される．そこで，我々は

ソーラーパネルと衛星回線を組み合わせること

により，停電や回線不通といったトラブルが発

生した場合でもデジタルサイネージを継続運用

する「サイネージステーション構想」を提案し

文献[3]において衛星回線を使用した場合でも安

定運用が可能であることを示した．サイネージ
ステーションは，災害時における情報伝達の⼿
段として有望であり，公共性の⾼い駅(鉄道や道

の駅)や空港などへの設置を進めている．2016 年

7 月には岩手県遠野市の道の駅遠野「風の丘」に

サイネージステーションを設置した．設置した

サイネージステーションの画面例を図 1 に示す．	

	 我々の開発しているシステムでは，Twitter	

[4]に投稿されたツイートを表示する CGM 連携機

能を搭載している．この機能では，サイネージ

管理者の Twitter アカウントで掲載したいツイー

トをリツイートすることで，サイネージにツイ

ートが掲載される．この機能を活用すれば，平

時には観光やイベントの情報を掲載し，災害時

には被災状況や避難情報を掲載することができ

る．CGM を活用することで,管理者側でコンテン

ツを作成するコストを削減できる．しかし，既

存の CGM 連携機能では，サイネージ管理者が手動

で表示したいツイートの選別を行っており，今

後システムの設置箇所が増加するに従い，ツイ

ート選別にかかる手間の増大が課題となってい

る．	

	 本研究では，これらの課題を解決するために

サイネージ管理者が過去に掲載したツイートを

学習し，自動でツイートの掲載判別を行う機能

を実装し，これを評価する．	

	

2. 関連研究 
	 我々は文献[5]において，サイネージに掲載す

るツイートの候補を検索するために，過去に掲

載したツイートに含まれる単語の共起尺度を利

用した検索キーワード選定機能の開発を行い,管

理者の負担を軽減する方法を検討した．しかし，

検索キーワードを絞り込みすぎると掲載すべき

ツイートの取りこぼしが発生し，逆に絞り込み

が甘いと関係のないツイートまで大量に抽出し

てしまうため，その調整が非常に困難である．	

	 一方で，サイネージに掲載するツイートを発

信するユーザは特定のアカウントにほぼ限られ

ている．例えば大学であれば，広報部門のアカ

ウントや，クラブサークルのアカウントなどで

ある．そのため，それらのアカウントをあらか

じめフォローしておくことで，タイムラインに

流れてきたツイートをリツイートするかしない

かで掲載の可否を判定することができる．	

	 文献[6]では，ツイートのハッシュタグを学習

したベイジアンフィルターによる分類器を用意

し，ハッシュタグのついていないツイートのタ

グを推定する手法について述べている．本研究

では，ハッシュタグを分類するのではなく，リ

ツイートをするか否かを分類するためにベイジ

アンフィルターを活用する．	

	

3. 投稿自動判別システム  
	 まず，サイネージ管理者の Twitter アカウント

を用いて，自動判別対象者のアカウントを登録

したリストを作成しておく．	

	 次に，アカウントごとに管理者が過去に掲載

したツイートについて MeCab[7]を用いて形態素

解析を行い，単語とその出現数を集計する．同
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様に掲載しなかったツイートに含まれる単語と

その出現数を集計する．	

	 集計した単語とその出現数を用いて，ベイジ

アンフィルターの分類器の学習を行う．べイジ

アンフィルターとは，文中に含まれる単語は全

て独立であると仮定して，文書のフィルタリン

グを行う分類器である．学習では，サイネージ

管理者がツイートを掲載した確率 P(H1)と，掲載

しなかった確率 P(H2)を計算しておく．また，掲

載したツイートに単語 di が現れる確率である

𝑃 𝑑# 𝐻% と，掲載しなかったツイートに単語 diが

現れる確率𝑃 𝑑# 𝐻& を計算しておく．	

	 学習した分類器を用いて，新たなツイートの

掲載の可否を判定する際には，ツイートに含ま

れる単語 D	=	{d1,d2,…,dn}に対して，ツイートを

掲載する確率P(H1|D)と，掲載しない確率P(H2|D)

を式(1)(2)により求める．	

𝑃 𝐻% 𝐷 = 	 * 𝐷 𝐻% *(,-)
*(/)

	 	 	 	 （1）	

𝑃 𝐻& 𝐷 = 	 * 𝐷 𝐻& *(,0)
*(/)

	 	 	 	 （2）	

P(H1|D)>P(H2|D)が成り立つとき，ツイートは掲

載と判定される．また，ゼロ頻度問題を避ける

ため，ラプラススムージングを適用している．	

	

4. 性能評価 
 本研究では，道の駅遠野「風の丘」に設置さ

れているサイネージの管理者の Twitter アカウン

トを用いて，ある観光施設のユーザアカウント A

について自動判別機能の評価を行った． 約 5ヶ⽉
間に渡ってサイネージ管理者が選別したツイー
トを学習させ，学習後から 1週間にわたるツイー
トについて，⾃動判定を⾏う．⾃動判定結果と，
管理者が実際に⼿動で判定した結果の⼆者を⽐
較し，評価指標に基づき評価を⾏う．評価指標

として，適合率と再現率，および F 値を求めるこ

とで評価を行う．	

	 まず学習データとして，2016 年 7 月 18 日から

2016 年 12 月 9 日までにユーザアカウント A が投

稿したツイート 186 件を学習させた．これを期間

A とする．その後の一週間における新たなツイー

ト 21 件について自動判別と手動判別の比較を行

い，評価指標を計算した結果を表 1 に示す．結果

から F 値は 0．7 となった．次に，学習データと

して用いる期間を 1 週間延長し，この期間内にユ

ーザアカウント A が投稿したツイート 207 件を学

習させた．これを期間 B とする．その後の新たな

ツイートについて自動判別と手動判別の比較を

行い，	

評価指標を計算した結果を表 1 に示す．	

表 1 から学習データ数を増加させるほど，F 値が

上昇する結果が得られた．	

5. まとめ 
	 本研究では，デジタルサイネージに掲載する

ツイートの選別にかかる手間の増大に対応する

ために，サイネージ管理者が過去に掲載したツ

イートを学習し，自動でツイートの掲載判別を

行う機能を実装し，評価を行った．今後は，平

時には観光情報を，災害時には被災状況や避難

情報を掲載できるように，平時と災害発生時で

フィルターを切り替える機能の実装を検討した

い．	
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図 1	 サイネージステーションの画面例	

	

表 1	 実験結果	

	 適合率	 再現率	 F 値	

期間 A	 0．6667	 0．7369	 0．7000	

期間 B	 0．8333	 0．8333	 0．8333	
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